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・
吉
田
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

・
吉
田
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正

・
吉
田
町
都
市
計
画
税
の

一
部
を
改
正

・
吉
田
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正

・
吉
田
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
の
同
意

住
吉
５
０
０
０
番
地
の
２

　
　
　
　

三
輪
美
由
紀
氏

　
　
　

　

こ
の
度
、
吉
田
町
議
会

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
同
時
に
責

任
の
重
大
さ
も
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

令
和
の
時
代
が
始
ま
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

吉
田
町
議
会
の
歴
史
と
伝

統
を
尊
重
す
る
と
共
に
、

現
在
の
社
会
変
動
に
沿
う
、

議
会
運
営
を
図
り
、
町
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
公

正
無
私
を
旨
と
し
、
言
論

の
府
と
し
て
町
議
会
が
円

満
に
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
開
か
れ
た
議
会
」

を
念
頭
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
議
会
が
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

副
議
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
の
政
策
や
経
済
も
先

が
見
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
、
少
し
で

も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
暮

ら
し
を
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
に
も
町
議
会
の

役
割
は
大
事
で
す
。

１　

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

町
民
の
声
を
行
政
に
反
映

す
る
た
め
に
、
増
田
議
長

を
中
心
に
議
会
が
一
つ
に

ま
と
ま
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
議
員
相
互
間
の
議
論

を
尽
く
し
、
町
民
に
と
っ

て
最
良
の
意
思
決
定
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

２　

議
会
基
本
条
例
を
具

現
化
し
、
町
民
の
福
祉
向

上
と
町
の
発
展
を
第
一
義

と
し
た
質
の
高
い
議
会
活

動
を
目
指
し
、
議
会
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

議
会
活
動
の
公
開
性

を
求
め
、「
開
か
れ
た
議
会
」

に
向
け
て
情
報
発
信
を
進

め
ま
す
。粉
骨
砕
身
取
り

組
む
決
意
で
す
。

よ
り
身
近
な
議
会
の
構
築
を
目
指
し
て

町
民
に
と
っ
て
最
良
の
意
思
決
定
機
関
に

　
令
和
元
年
第
1
回
臨
時
会
が
、
5
月
13
日
1
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
た
。
専
決
処
分
の
承
認
4
件
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
1
件
、
監
査
委
員
の
同
意
に
つ

い
て
の
計
6
件
が
上
程
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
・

承
認
・
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
正
副
議
長
・
各
委

員
会
の
正
副
委
員
長
・
組
合
委
員
な
ど
を
選
任
し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認

請
負
契
約
の
締
結

・平成31年度都市計画下水道事業公共下水道
　吉田浄化センター機械設備更新工事

契約の金額　　１０８，９００，０００円
契約の相手側　東京都中央区京橋２- １- ３
　　　　　　　株式会社クボタ東京本社

全
員
一
致
で

可
決
・
承
認
・
同
意

人
事
案
件

新
・
正
副
議
長
あ
い
さ
つ

議 長
増 田 剛 士

副 議 長
大 石 　 巌
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新しい委員会の構成が決まる
◎委員長　〇副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和元年５月13日現在

　
山
口　
一
博

　
楠
元
由
美
子

　
大
石　
　
巌

〇
中
田　
博
之

◎
蒔
田　
昌
代

　
平
野　
　
積

　
増
田　
剛
士

　
蒔
田　
昌
代

　
大
石　
　
巌

◎
八
木　
　
栄

〇
山
内　
　
均

　
平
野　
　
積

　
三
輪
美
由
紀

　
福
世　
義
己

　
河
原
崎
曻
司

〇
盛　
純
一
郎

◎
三
輪
美
由
紀

　
山
内　
　
均

　
八
木　
　
栄

　
大
石　
　
巌

　
中
田　
博
之

〇
楠
元
由
美
子

◎
山
口　
一
博

　
福
世　
義
己

　
盛　
純
一
郎

吉
田
町
牧
之
原

市
広
域
施
設
組

合
議
会

盛　
純
一
郎

中
田　
博
之

平
野　
　
積

三
輪
美
由
紀

八
木　
　
栄

河
原
崎
曻
司

増
田　
剛
士

榛
原
総
合
病
院

組
合
議
会

福
世　
義
己

山
内　
　
均

大
石　
　
巌

相
寿
園
管
理
組

合
議
会

山
口　
一
博

蒔
田　
昌
代

駿
遠
学
園
管
理

組
合
議
会

楠
元
由
美
子
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①
町
議
選
で
は
、
皆
様
か

ら
た
く
さ
ん
の
活
力
溢
れ

る
パ
ワ
ー（『
気
』）を
頂
き

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
活

力
溢
れ
る
吉
田
町
を
目
指

し
全
力
で
『
努
』
め
ま
す
。

更
な
る
豊
か
な
吉
田
町
を

目
指
す
た
め
、『
愛
』（
尊
敬

と
感
謝
）を
も
っ
て『
笑

顔
』
で
臨
み
ま
す
。
町
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
教

育
活
動
を
目
指
し
、
学
び

と
産
業
が
つ
な
が
り
ワ
ク

ワ
ク
す
る（『
愉
し
む
』）町
、

夢
が
叶
う
町
を
目
指
し
皆

さ
ま
の
声
を
聞
き
ま
す
。

②
吉
田
体
操
指
導
員

新
議
員
の
紹
介

町
民
の
皆
さ
ん
の
代
弁
者
と
し
て

当
選
し
た
13
人
で
す
。

議
席
番
号
　
氏
名

テ
ー
マ

①  

私
の
抱
負

②  

趣
味
・
特
技

議
席
番
号
順
に
紹
介
し
ま
す

①
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
対
し
て
海
岸
防

潮
堤
の
建
設
・
建
物
耐
震

化
や
避
難
所
運
営
訓
練
・

事
前
復
興
計
画
な
ど
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の

防
災
対
策
を
強
化
し
て
、

安
全
・
安
心
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く

り
を
提
言
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。「
想
定
外

は
必
ず
起
こ
る
」
と
い
う

想
定
が
必
要
で
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
バ
ン
ド
演
奏

1
　
福
世
　
義
己

　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
町
へ

2
　
楠
元
　
由
美
子

　
喜
怒
哀
楽 

＋ 

気
努
愛
愉 

＝ 

笑
顔
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①・
児
童・生
徒
の「
確
か
な

学
力
」
に
寄
与
す
る

・
経
済
格
差
に
よ
る
学
力

成
果
へ
の
影
響
を
な
く
す

・
人
口
問
題
に
対
し
て
、

提
言
を
す
る

②
　
資
格
試
験
取
得

・
メ
ン
サ
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

・fundraiser

①
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
根
ざ
し
た
諸
問
題
の
解

決
に
励
み
ま
す
。
そ
の
た

め
に
議
会
や
町
政
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
お
届

け
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け

と
し
て
情
報
の
収
集
を
進

め
ま
す
。
課
題
に
対
し
て

は
、
徹
底
的
に
調
査
し
、

し
っ
か
り
と
主
張
・
議
論

し
、
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
、
教
育

の
充
実
、
福
祉
の
増
進
、

防
災
活
動
の
強
化
な
ど
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

②
旅
行
企
画
、
読
書
、

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

①
町
民
の
声
を
生
か
し
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
全
て
の
方
々
に
「
吉
田

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
議
員

活
動
を
通
じ
て
情
報
を
発

信
・
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
近
年
、
豪
雨
災
害

や
巨
大
地
震
の
心
配
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
防
災

指
導
員
と
し
て
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
将
棋　
サ
ッ
カ
ー

①
立
候
補
時
に
掲
げ
た
４

つ
の
政
策
目
標
を
常
に
活

動
の
理
念
に
し
ま
す
。

・
暮
ら
し
や
す
く
働
き
や

す
い
ま
ち

・
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

・
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い

ま
ち

・
ひ
と
が
賑
わ
う
ま
ち

　
吉
田
町
の
過
去
を
学
び
、

現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
要
望
を
知
り
、
考
え
、

話
し
合
い
、
未
来
の
町
が

良
く
な
る
方
向
へ
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

②
歴
史
研
究　
将
棋

3
　
盛
　
純
一
郎

　
ま
ち
の
「
役
に
立
つ
も
の
」
へ

5
　
平
野
　
積

　
町
民
の
生
活
を
豊
か
に

6
　
山
口
　
一
博

　
子
ど
も
を
持
つ
親
世
代
を
応
援

4
　
中
田
　
博
之

　
み
ん
な
で
つ
く
る
町
民
参
加
の
町
に
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①
６
期
目
の
議
員
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
経
験
・
実
績

を
生
か
し
、
町
の
発
展
と

町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
人
達
の

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

代
弁
者
と
し
て
、
心
の
か

よ
っ
た
議
員
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
防
災
や
教
育
、
交
通
弱

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に

つ
い
て
、
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
誠
心
誠
意
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
参
加

　
ツ
ー
リ
ン
グ

①
・
町
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
を
通
し
て
問
題
を
共
有

し
、意
見
を
聞
い
て
、皆
さ

ん
の
声
を
代
弁
し
ま
す
。

・
建
築
士
の
知
識
を
生
か

し
、
安
心
し
て
元
気
に
生

活
で
き
る
や
さ
し
い
環
境

と
自
然
災
害
に
強
い
安
全

な
ま
ち
を
考
え
ま
す
。

・
国
の
制
度
の
、
合
併
式

浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
、

き
れ
い
な
自
然
環
境
を
次

の
世
代
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
の

切
り
抜
き
・
収
集

①
町
民
の
誰
も
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
、

在
宅
支
援
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
寄
与
。

　
町
民
が
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
青

年・壮
年
に
は
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
推
進
を
、
高
齢
者

に
は
、適
度
な
運
動
と
、人

と
関
わ
る
社
会
生
活
の
重

要
性
を
発
信
す
る
。

　
健
康
長
寿
の
ま
ち
吉
田

町
に
向
け
、
新
た
な
居
場

所
づ
く
り
の
創
設
を
提
言
。

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
家
庭
菜
園

①
２
期
目
の
当
選
で
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を
聞

き
、
反
映
し
て
い
く
た
め

に
も
議
員
活
動
を
活
発
に

し
て
い
き
ま
す
。

②
読
書（
小
説
や
自
己
啓

発
も
の
）

　

音
楽
鑑
賞（
ジ
ャ
ン
ル

問
わ
ず
）

　
剣
詩
舞（
着
物
袴
で
、扇

子
を
持
っ
て
舞
い
ま
す
）

7
　
蒔
田
　
昌
代

　
議
員
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

9
　
山
内
　
均

　「
誰
の
た
め
に
、何
の
た
め
に
」を
考
え
る

10
　
八
木
　
栄

　
将
来
へ
の
安
心
を
築
く

8
　
三
輪
　
美
由
紀

　
地
域
福
祉
の
向
上
と
健
康
長
寿
の
町
に
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①
議
会
は
合
議
体
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
議
員
は
、

意
見
を
述
べ
、
お
互
い
の

論
点
を
評
価
し
、
新
た
な

方
向
性
を
見
出
す
こ
と
で

問
題
解
決
を
図
り
、合
意・

決
定
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

各
議
員
が
持
つ
意
見
・
主

張
を
活
発
に
述
べ
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
が
町
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
読
書
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

①
地
方
自
治
法
で
は
、「
地

方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
に
当
っ
て

は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
役
割

を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
な
ど

く
ら
し
を
圧
迫
す
る
施
策

改
善
に
努
め
ま
す
。

　
「
役
場
に
一
番
近
い
議

員
」、く
ら
し
を
守
り
、福

祉
を
充
実
す
る
パ
イ
プ
役

と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
映
画
鑑
賞
、
磯
釣
り

①
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、町
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
議

員
活
動
を
行
い
、
パ
イ
プ

役
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

⑴
安
全
・
安
心
、
快
適
に

暮
ら
せ
る
、
津
波
防
災
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑵
高
齢
化
社
会
を
鑑
み
、

福
祉
医
療
、
子
育
て
支
援

に
取
り
組
む
。

⑶
活
力
あ
る
産
業
の
町

と
し
て
商
工
農
漁
業
の
振

興
と
育
成
に
取
り
組
む
。

②
磯
釣
り
、
花
づ
く
り

11
　
河
原
崎
　
曻
司

　
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
に
一
生
懸
命

13
　
増
田
　
剛
士

　
議
長
と
し
て
議
論
の
活
性
化
を
図
る

12
　
大
石
　
巌

　
く
ら
し
を
守
り
、
福
祉
の
充
実
を
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議
会
広
報

特
別
委
員
会

委 

員 

長

山
口　
一
博

副
委
員
長

楠
元
由
美
子

委
　
　
員

福
世　
義
己

盛　
純
一
郎

中
田　
博
之

大
石　
　
巌

まちの話題
吉田町凧揚げまつりさつきフェスティバル

町内小学校　運動会
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